
￥

ウクライナ戦争
-ウクライナとロシアの立場の違いと国際法の根拠-

西村の世界新聞

ロシアがウクライナに侵攻したニュースが連日報道されて

いてロシアの違法性が一方的に指摘されている。私たちは

ニュースに対して、偏向的な報道や一方的な主張にさらされ

ているわけだが、果たして本当にマスメディアが伝えたいこ

と＝真実なのだろうか。

西村ゼミではロシアとウクライナの両国からみた事実や、

彼らが依拠している国際法の根拠に基づいて、私たちが真実

を見直すきっかけを提供したいと考え、ニュースで話題と

なっているウクライナ問題に対して焦点を当てた。
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ロシアによる「人道的介入」

2014年2月

革命

2021年 ロシア・ウクライナ危機

2022 年 2月23日 ウクライナ全土に非常事態宣言

2月25日 国連安全保障理事会でロシア非難決議を採択

→ロシアが拒否権行使

2022年 10月10日 ロシアによるミサイル攻撃

ロシア

ウクライナ

• 岡田美保（2017）「「介入国としてのロシア」と「被介入国としてのロシア」」『国際安全保障』第45巻第2号、21～33頁
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・親露政権失脚

・親露派によるデモ発生

・ウクライナ政府による鎮圧

＜OSCEの2022年01月の報告書＞
「Between 10 and 23 January 2022, 
the SMM recorded a slight increase 
in the number of ceasefire violations 
‒ 3,049、（後略）」

ウクライナ
不履行！！

ウクライナとロシアの主張を比較すると、両者が根拠としている
国際法の根拠が明確となった。法的正当性が乱立する戦争であって
もその判断主体である私たちは、マスメディアの報道に踊らされる
のではなく、事実や法律、国際法に基づいて慎重に判断することが
重要である。

→＜対テロ作戦＞

・分離主義者をテロリストとして規定

・「国家語政策の原則法」の廃止

強行規範 違反

（ジェノサイド）

・ドネツク国とルガンスク国による軍事支援の要請

→両国との「友好協力相互援助条約」に基づく特別軍事作戦

（国連憲章第51条）

・ジェノサイド条約第1条に基づきジェノサイドを処罰する

又は防止することを目的とする行動である。

＜ミンスク合意＞

• 武器使用の停止

• ドンバス地方の｢特

別な地位｣付与

• OSCEによる監視

＜国際社会でのロシア非難＞

・国連総会特別総会
米欧主導の決議案を140カ国
の賛成多数で採択
（A/RES/ES-11/1）

・G7声明
東・南部4州の一方的な「併
合」を認めない
ウクライナから兵力の無条件
での完全撤退の要求

⇒発表されるもいずれも
法的拘束力なし

• 2022年2月 ロシア
による「一方的な侵

略」
• ウクライナは憲章2
条4項に基づく個別
的自衛権を行使

ロシアの「人権侵害」
• 住民へのジェノサイド
• 無差別攻撃
• 二州の実効支配 etc...

2014年～2021年
ドンバス地方における死傷者数

民間人死亡者数 3601人

民間人負傷者数 7000人

分離主義勢力死亡者数 6517人

ドネツク、ルガンスクの建国宣言

ロシア軍による無差別攻撃に対し

てゼレンスキー大統領がロシアの

国際人道法違反を主張。

↑

・一般市民の殺害につながる無差

別攻撃を禁じたジュネーヴ条約

（第一追加議定書第4編第51条4-5

）に違反している。

・憲章2条7項に違反する内政干渉

だ！

・ロシアがクリミアの併合を宣言し、
一方的な住民投票をもとにした併合
にウクライナが反発。
・ロシアが軍隊を派遣し併合に乗り
出した。
⇒ブタペスト覚書（1995)に違反

2014年
クリミア紛争


